
 

 

（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       岐阜市立且格小学校 

実 施 期 間 平成２５年１０月１９日（土） 

実 施 概 要 
ふれあい活動（１０月１９日） 
① 家族参観  
② 避難所開設訓練（避難訓練参観・避難所体験・防災学習） 

 
実 施 内 容 

 

学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   □文化   □産業   ✓その他  

公開の方法 
 ✓授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 ✓その他 

 
来 校 者 数 

保 護 者 ６６５人  
計  ７７８人 

地域関係者 １１３人  

 
実 施 状 況 

 

１ 授業参観の実施状況（各教室における授業公開） 
・１校時（８：５５～９：４０）２校時（９：４５～１０：２０）を授業参観と
した。土曜日のため、朝から父母・祖父母・兄弟等の参観が多く見られた。 

・公開授業では、確かな学力を育てるための授業として、算数科の少人数指導の
様子や各教科や英語、心を育てる道徳の授業を公開した。 

２ 授業参観以外の実施状況（避難訓練参観・避難所開設訓練） 
・緊急地震速報による避難訓練を全保護者に参観してもらう。   10:20～10:30 
・６年生児童は、保護者・消防署員とともに避難所を開設する。 10:40～11:00 
・1～5年生は保護者と共に、順に体育館に避難し、避難所の施設体験・非常食試
食体験・救護体験を行った。11:00～12:00 

３ 家族下校による安全点検 
・下校は、通学路の危険箇所、登下校の際一人になる所等の確認のため、親子で
徒歩下校を行った。子どもと一緒に下校することにより、地域の安全について
家族で話し合えるようにしていった。 

・自治会長なども下校に同伴し、子どもを取り巻く地域安全の総点検を行ってい
った。 

 
成果及び課題 

 

■成果及び課題 

・一人一人を大切にした指導や少人数指導等の授業を参観していただき、本校の

教育の現状をより理解していただけた。 

・避難所開設訓練を児童が運営することによって、地域人としての自覚を育むこ

とができ、保護者も子どもの姿を見て災害に対する思いを新たにすることがで

きた。 

■保護者からの感想 

・先生と子どもたちが一体になっているように感じました。子どもの表情をよく

見ていただいていることに感謝しました。 

・避難訓練の様子を参観するのは初めてでした。子どもたちのきびきびした動き

に安心しました。 

・避難所開設訓練での６年生の動きがとても素晴らしく、さすが高学年だと思い

ました。災害の時に頼りになるなと頼もしく思いました。 

・こういった訓練は、初めてでしたので、親としても驚くばかりでした。仮設ト

イレや避難所設営など高学年の子どもたちが一生懸命働いている姿に、大人と

してもどうしていくべきか考えさせられました。 

・本来は自治会がやらねばならないことを子どもが進んで取り組んでいただき、

今後地域としても取り組む方向性が定まってきた。 

  


